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ひ
な
ま
つ
り

ひなまつりのはじまり

ひなまつりは、五
ご

節
せっ

句
く

のひとつで、
上
じょう

巳
し

の節
せっ

句
く

、桃
もも

の節
せっ

句
く

ともいわれます。
ひな人

にん

形
ぎょう

をかざり、ちらしずしやひなあられを食
た

べて
女
おんな

の子
こ

の健
けん

康
こう

としあわせを願
ねが

います。

きせつの変
か

わり目
め

や節
ふし

目
め

を「節
せっ

句
く

」といいます。なかでも、
1 月

がつ

７
なの

日
か

の人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

( → 4 巻
かん

 冬
ふゆ

)、3 月
がつ

３
み っ か

日の上
じょう

巳
し

の節
せっ

句
く

、
5月

がつ

５
いつ

日
か

の端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

(→P.32)、7月
がつ

７
なの

日
か

の七
たな

夕
ばた

の節
せっ

句
く

(→2
巻
かん

 夏
なつ

)、9 月
がつ

９
ここのか

日の重
ちょう

陽
よう

の節
せっ

句
く

( → 3 巻
かん

 秋
あき

) を「五
ご

節
せっ

句
く

」と
よびます。この日

ひ

には行事をおこない、それぞのきせつにあっ
た料

りょう

理
り

を食
た

べたり、健
けん

康
こう

をいのったりします。

五
ご

節
せっ

句
く

とは

一
いち

だん目
め

だいりびな（内
だい

裏
り

雛
びな

）
①男

お

びな…しゃくをもっている。　
②女

め

びな…せんすをもっている。
昔
むかし

は向
む

かって右
み ぎ

が男
お

びな、左
ひだり

が女
め

びなだった。
今
い ま

でも、関
か ん

西
さ い

地
ち

方
ほ う

では、そのようにかざる家
い え

もある。

二
に

だん目
め

三
さん

人
にん

かんじょ（三
さん

人
にん

官
かん

女
じょ

）
③くわえのちょうし（加

くわえの

銚
ちょう

子
し

）
④さかずき（盃

さかずき

）
⑤ながえのちょうし（長

な が

柄
え の

銚
ちょう

子
し

）
だいりびなのお世

せ

話
わ

をする人
ひ と

たち。

三
さん

だん目
め

五
ご

人
にん

ばやし（五
ご

人
にん

囃
ばや

子
し

）
笛
ふ え

やたいこをえんそうする人
ひ と

たち。

四
よん

だん目
め

ずいじん（随
ずい

身
じん

）
⑥右

う

大
だ い

臣
じ ん

　⑦左
さ

大
だ い

臣
じ ん

だいりびなをまもる人
ひ と

たち。だいりびなから見
み

て、
右
み ぎ

にいるのが右
う

大
だ い

臣
じ ん

、左
ひだり

にいるのが左
さ

大
だ い

臣
じ ん

。

五
ご

だん目
め

じちょう（仕
じ

丁
ちょう

）
だいりびなの荷

に

物
も つ

をもつ人
ひ と

たち。

六
ろく

・七
なな

だん目
め

道
どう

具
ぐ

⑧たんす　⑨長
な が

もち　⑩鏡
きょう

台
だ い

　⑪はり箱
ば こ

　⑫火
ひ

ばち　
⑬茶

ち ゃ

道
ど う

具
ぐ

　⑭かご　⑮重
じゅう

箱
ば こ

　⑯御
ご

所
し ょ

車
ぐるま

よめ入
い

り道
ど う

具
ぐ

をならべる。

※ちいきによってちがいがあります。

①

③

⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩
⑪

⑫
⑬

⑭ ⑮ ⑯

④ ⑤

②

3月
が つ

3
みっ

日
か

●時
じ

期
き

ひなまつりは、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の貴
き

族
ぞく

が、3 月
がつ

3
みっ

日
か

の節
せっ

句
く

の日
ひ

に、自
じ

分
ぶん

の心
こころ

やからだについた悪
わる

いものをはらってくれるよう願
ねが

って、紙
かみ

の人
にん

形
ぎょう

を川
かわ

に流
なが

したのがはじまりです。この風
ふう

習
しゅう

と、貴
き

族
ぞく

の女
おんな

の子
こ

のあいだではやっていた
ひな人

にん

形
ぎょう

あそび（ひいなあそび）があわさり、
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

ごろから、ひな人
にん

形
ぎょう

をかざって、ひ
なまつりをおこなうようになりました。

ひな人
にん

形
ぎょう

のかざりかた（七
なな

だんかざり）
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ツバメは、春
はる

になると日
に

本
ほん

にやってきて、家
いえ

ののき下
した

などに巣
す

を
つくり、子

こ

育
そだ

てをします。巣
す

は、どろや草
くさ

、羽
う

毛
もう

などでできてい
て、春

はる

には、巣
す

の材
ざい

料
りょう

やひなにあげる虫
むし

を運
はこ

ぶ親
おや

鳥
どり

のすがたを見
み

ることができます。秋
あき

が終
お

わるころ、親
おや

鳥
どり

は成
せい

長
ちょう

したひなといっ
しょに、南

みなみ

の国
くに

へと帰
かえ

っていきます。

ツバメの一
いち

年
ねん

スズメ
都
と

会
かい

でもよく見
み

られる。
米
こめ

や虫
むし

などを食
た

べる。

ツバメ
細
ほそ

長
なが

く、すらりとした
かたちをしている。
長
なが

い尾
お

をもつ。

ウグイス
春
はる

になると、
「ホーホケキョ」という
きれいな声

こえ

で鳴
な

く。
「春

はる

告
つげ

鳥
どり

」ともよばれる。

メジロ
目
め

のまわりが
白
しろ

い。頭
あたま

と背
せ

中
なか

が、
きれいな緑

みどり

色
いろ

を
している。

春
はる

に見
み

られる鳥
とり

ヒヨドリ
さくらの花

はな

や木
き

の実
み

を
食
た

べる。おなかには、
白
しろ

いはん点
てん

がある。

カエルの成
せい

長
ちょう

たまごがかえって（ふ
化
か

）、おたまじゃくしに
なり、足

あし

がはえてカエル
らしくなっていく。

春
はる

のしぜん

春
は る

の生
い

きものを
さがそう
春
は る

は、目
め

覚
ざ

めのきせつです。
冬
ふ ゆ

のあいだ、土
つ ち

のなかで
ねむっていた生

い

きものが、
外
そ と

に出
で

てきて動
う ご

きまわります。

春
はる

に見
み

られる虫
むし

カエルのたまごを観
かん

察
さつ

しよう

アゲハチョウ
羽
はね

に黄
き

色
いろ

と黒
くろ

のもようがある。
ストローのような口

くち

で、
つつじなどの花

はな

のみつをすう。

春
はる

の田
た

んぼや池
いけ

で、カエルのたまごが
見
み

つかることがあります。

モンシロチョウ・
モンキチョウ
日
ひ

当
あ

たりのよい場
ば

所
しょ

にいる。
モンシロチョウは白

しろ

色
いろ

、
モンキチョウは黄

き

色
いろ

の羽
はね

を
もっている。

ダンゴムシ
指
ゆび

でつつくと
丸
まる

くなる。

テントウムシ
背
せ

中
なか

が赤
あか

色
いろ

や黒
くろ

色
いろ

のもの、
まだらもようがあるもの、
ないものなど、
いくつかの種

しゅ

類
るい

がある。

啓
けい

蟄
ちつ

は、 二
に

十
じゅう

四
し

節
せっ

気
き

（→ P.44）のひとつで、
3 月

がつ

5
いつ

日
か

ごろのこと。土
つち

のなかで冬
ふゆ

ごもりをして
いた虫

むし

が、あたたかいき
せつになって、土

つち

のなか
からはい出

で

てくるころの
ことをあらわします。

啓
けい

蟄
ちつ
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